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２．ＩＣＴの全面的な活用
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関東地方整備局

１．i-Constructionの概要
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関東地方整備局
生産年齢人口の推移

出展 ：令和４年版 労働経済の分析 厚生労働省
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関東地方整備局
建設業就業者の現状

出展 ： 中央建設業審議会（令和５年４月１８日開催） 国土交通省
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関東地方整備局
建設投資、許可業者数及び就業者数の推移

○ 建設投資額はピーク時の平成4年度︓約84兆円から平成23年度︓約42兆円まで落ち込んだが、
その後、増加に転じ、令和4年度は約67兆円。（ピーク時から約20％減）。

○ 建設業者数（令和3年度末）は約48万業者で、ピーク時（平成11年度末）から約21％減。
○ 建設業就業者数（令和4年平均）は479万人で、ピーク時（平成9年平均）から約30％減。

出展 ：第２５回基本問題小委員会（令和５年５月２２日開催） 国土交通白書
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関東地方整備局
i-Construction ～建設業の生産性向上～

○平成28年9月12日の未来投資会議において、安倍総理から第4次産業革命による『建設現場の生産性革命』
に向け、建設現場の生産性を2025年度までに2割向上を目指す方針が示された。

○この目標に向け、３年以内に、橋やトンネル、ダムなどの公共工事の現場で、測量にドローン等を投入し、
施工、検査に至る建設プロセス全体を３次元データでつなぐなど、新たな建設手法を導入。

○これらの取組によって従来の３Ｋのイメージを払拭して、多様な人材を呼び込むことで人手不足も解消し、
全国の建設現場を新３Ｋ（給与が良い、休暇がとれる、希望がもてる）の魅力ある現場に劇的に改善。

【生産性向上イメージ】

平成28年9月12日未来投資会議の様子

ICTの土工への活用イメージ（ICT土工）
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関東地方整備局
i-Construction トップランナー施策 （Ｈ２８～）
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Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 Ｈ２７年度

ICTの全面的な活用（ICT施工） 施工時期の平準化等

○ 公共工事は第1四半期(4～6月)に
工事量が少なく、偏りが激しい。

○ 適正な工期を確保するための２
か年国債を設定。Ｈ２９当初予算
においてゼロ国債を初めて設定。

平準化

○設計、発注、材料の調達、加工、組立等
の一連の生産工程や、維持管理を含めた
プロセス全体の最適化が図られるよう、全
体最適の考え方を導入し、サプライチェー
ンの効率化、生産性向上を目指す。

○Ｈ２８は機械式鉄筋定着および流動性を
高めたコンクリートの活用についてガイド
ラインを策定。

○部材の規格（サイズ等）の標準化により、
プレキャスト製品やプレハブ鉄筋などの工
場製作化を進め、コスト削減、生産性の向
上を目指す。

プレキャストの推化

化

©大林組

©三井住友建設

（例）定型部材を組み合わせた施工

（例）鉄筋のプレハブ化、埋設型枠の活用現場打ちの効率化

全体最適の導入
（コンクリート工の規格の標準化等）

クレーンで設置 中詰めコン打設

クレーンで設置

○調査・測量、設計、施工、検査等のあ
らゆる建設生産プロセスにおいてICTを
全面的に活用。

○３次元データを活用するための１６の
工種に対応した基準類を整備。

○国の大規模土工は、発注者の指定で
ICTを活用。中小規模土工についても、
受注者の希望でICT土工を実施可能。

○全てのICT土工で、必要な費用の計上、
工事成績評点で加点評価。

ドローン等を活用
し、調査日数を削
減

３次元設計データ
等により、ICT建
設機械を自動制
御し、建設現場
のICT化を実現。

３次元測量点群デー
タと設計図面との差
分から、施工量を自
動算出

【建設現場におけるICT活用事例】
規格の標準化 全体最適設計 工程改善

コンクリート工の生産性向上のための３要素

《3次元測量》

《ICT建機による施工》

《3次元データ設計図》

出典：建設総合統計より算出



8

関東地方整備局
i-Constructionとインフラ分野のDXの関係

インフラ分野のDX（業務、組織、プロセス、文化・風土、働き方の変革）

バーチャル現場

デジタルツイン

建機の自動化・自律化

VRでの現場体験、3Dの設計・施工協議の実現

国土交通データプラットフォーム地図・地形
データ

気象
データ

交通（人流）
データ

防災データ

エネルギー
データ

施設・構造
物データ

ハザードマップ（水害情報）の3D化

AIを活用した画像判別

イ
ン
フ
ラ
の
利
用
・

サ
ー
ビ
ス
の
向
上

建機メーカー建設業界
建設コンサルタント 等

ソフトウェア、通信業界
サービス業界

占用事業者

デジタルデータの連携リスク情報の3D表示により
コミュニケーションをリアルに

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・

管
理
等
の
高
度
化

AIにより交通異常検知の判断・点検等を効率化

特車通行許可の

即時処理

地下空間の3D化

所有者と掘削事業者の

協議・立会等の効率化

河川利用手続きの

オンライン24時間化

ICT施工

コンクリート工の規格の標準化

施工時期の平準化

あらゆる建設生産プロセスでICTを全面的に活用
【３次元測量】 【ICT建機による施工】

BIM/CIM

受発注者共に設計・
施工の効率化・
生産性向上

定型部材を組み合わせた施工

平準化された工事件数

現状の工事件数

２か年国債・ゼロ国債の設定

i-Construction（建設現場の生産性向上）

自律施工技術・自律運転を活用した建設生産性の向上

出展 ： インフラ分野のＤＸアクションプラン２ 令和５年８月 国土交通省
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関東地方整備局
i-Constructionの取り組み

○i-Constructionの取組を推進し、建設現場の生産性を2025年度までに2割向上を目指す
○ICT施工の工種拡大、現場作業の効率化、施工時期の平準化に加えて、測量から設計、施工、維持管理に⾄る建設プ

ロセス全体を3次元データで繋ぎ、新技術、新工法、新材料の導⼊、利活⽤を加速化するとともに、国際標準化の動きと
連携

準天頂衛星
（みちびき）

主 桁

横 桁

検査路

横 構

機器活⽤による測量 2次元図面による設計

ドローン(レーザースキャナ)や
準天頂衛星システム(みちびき)を
活⽤し、効率化、⾼密度化した
面的な3次元測量

人手が必須な点検作業 労働⼒を主体とした施工

測量 設計

施工維持管理

3次元モデルによる可視化と
手戻り防止、4D(時間)、5D(コスト)
による施工計画の効率化

ICT施工の工種拡大、
3次元データに基づく施工、
デジタルデータ活⽤による
新技術の導⼊拡大等

ロボットやセンサーによる
管理状況のデジタルデータ化、
3次元点検データによる可視化

測量 設計

施工維持管理

建設生産プロセス全体を3次元データで繋ぐ

社会への実装
バーチャルシティによる

空間利活⽤
ロボット、AI技術の開発 自動運転に活⽤できる

デジタル基盤地図の作成

ドローン
GPS

3Dデータ
VR

自動化
ビックデータ

ロボット
AI

国際標準化の動きと連携

３次元設計データ等を通信
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関東地方整備局
i-Construction 2.0 ～建設現場のオートメーション化～

○ 建設現場の生産性向上の取組であるi-Constructionは、2040年度までの建設現場のオートメーション化
の実現に向け、i-Construction 2.0として取組を深化。

○ デジタル技術を最大限活用し、少ない人数で、安全に、快適な環境で働く生産性の高い建設現場を実現。
○ 建設現場で働く⼀人ひとりの生産量や付加価値を向上し、国⺠生活や経済活動の基盤となるインフラを

守り続ける。

○トップランナー施策

１．施工のオートメーション化

・建設機械のデータ共有基盤の整備や
安全ルールの策定など自動施工の環
境整備を進めるとともに、遠隔施工
の普及拡大やAIの活用などにより施
工を自動化

２．データ連携のオートメーション化
（デジタル化・ペーパーレス化）

３．施工管理のオートメーション化
（リモート化・オフサイト化）

・BIM/CIMなど、デジタルデータの
後工程への活用
・現場データの活用による書類削減・
監理の⾼度化、検査の効率化

・リモートでの施工管理・監督検査に
より省人化を推進

・有用な新技術等を活用により現場作
業の効率化を推進

・プレキャストの活用の推進

出典）i-Construction 2.0 〜建設現場のオートメーション化〜 2024年4月 国⼟交通省
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関東地方整備局
インフラ分野のＤＸとi-Construction 2.0
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関東地方整備局

２．ＩＣＴの全面的な活用
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関東地方整備局

工種 種別 細別 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

 

区分 年度

アスファルト舗装

（他４舗装工）

コンクリート舗装

切削オーバーレイ工

路面切削工舗装工（修繕工）

舗装工

植生工、吹付工

吹付法枠工

スラリー撹拌工

ペーパードレーン工

落石雪害防止工

法面工

コンクリート堰堤工

橋梁上部

橋脚・橋台

安定処理

固結工

河川浚渫

砂防土工

河床等掘削

バーチカルドレーン工

浚渫工

矢板工、既製杭工、
場所打杭工

橋脚躯体工

橋台躯体工

路床安定処理工
表層安定処理工

中層混合処理

民間要望を踏まえ工種拡大

土工 土工

作業土工（床堀）

1,000㎥未満

小規模土工

法面工

付帯構造物設置工

擁壁工

地盤改良工

基礎工

構造物工

土工

舗装工

ＩＣＴ活用工事の適用工種拡大

○国土交通省では、ＩＣＴの活用のための基準類を拡充している。
○今後、中小建設業がＩＣＴを活用しやすくなるように更なる適用拡大を検討。
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関東地方整備局土木工事におけるＩＣＴ施工の実施状況

単位：件

※「実施件数」は、契約済工事におけるICTの取組予定（協議中）を含む件数を集計。
※複数工種を含む工事が存在するため、合計欄には重複を除いた工事件数を記載。
※営繕工事を除く。

＜国土交通省の実施状況＞

＜都道府県・政令市の実施状況＞ 単位：件

○ 2023年度における直轄⼟⽊工事のICT施工実施率は、公告件数の８７％で実施（2022年度と同様）。
○ 都道府県・政令市におけるICT施工実施率（⼟工）は２３％と2022年⽐べて増加しており、公告件数・実施件数と

もに増加した。

第19回ＩＣＴ導⼊協議会資料
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関東地方整備局直轄工事におけるICT施工の経験分析

■一般⼟⽊工事の等級別ICT施工経験割合
（2016年度〜2023年度の直轄工事受注実績に対する割合）

※一般土木の全登録業者数は令和2年度時点の者数で比較

○地域を基盤とするC、D等級の企業※において、ICT施工を経験した企業は、受注企業全体５割以上
○引き続き中小建設業者への普及促進が必要
※直轄工事においては、企業の経営規模等や、工事受注や総合評価の参加実績を勘案し、企業の格付け（等級）を規定

数値は等級毎の2016年以降の
直轄工事を受注した業者数
（ ）内は一般土木の全登録業者数

・各地方整備局のＩＣＴ活用工事実績リストより集計
・単体企業での元請け受注工事のみを集計
・北海道、沖縄は除く
・対象期間は2016年度～
・業者等級は、2021・2022資格名簿より集計

Ｃ・Dランク経験企業割合

52.8％＝
3,501社（直轄工事受注企業）

1,848社（ＩＣＴ施工経験企業）

第19回ＩＣＴ導⼊協議会資料

全国
企業

地域
企業
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関東地方整備局ＩＣＴ施工の活用効果（全国）

※ 活用効果は施工者へのアンケート調査結果(令和5年度)の平均値として算出。
※ 従来の労務は施工者の想定値
※ 各作業が平行で行われる場合があるため、工事期間の削減率とは異なる。

○ ＩＣＴ施工の対象となる起工測量から電⼦納品までの延べ作業時間について、⼟工、舗装工及び浚渫
工（河川）では約３割以上、浚渫工（港湾）では約２割以上の縮減効果がみられた。

約33% 縮減

約34% 縮減

約37% 縮減

約23% 縮減

平均施工数量：24,365㎥ 平均施工数量：10，835㎥

平均施工数量：18，008㎥ 平均施工数量：34,545㎥

第19回ＩＣＴ導⼊協議会資料
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関東地方整備局ＩＣＴ施工の活用効果（関東地方整備局管内）

約33% 縮減平均施工数量：24,365㎥

平均施工数量：10，835㎡

平均施工数量：18，008㎥

国土交通省全体

約37% 縮減

約34% 縮減

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 120.0 140.0 160.0 180.0 200.0

従来

ICT

ＩＣＴ活用工事効果（土工） Ｎ＝５６

起工測量 ３D設計 施工 出来形管理 検査 納品

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 120.0 140.0 160.0 180.0

従来

ICT

ＩＣＴ活用工事効果（舗装） Ｎ＝９

起工測量 ３D設計 施工 出来形管理 検査 納品

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 120.0 140.0 160.0

従来

ICT

ＩＣＴ活用工事効果（浚渫） Ｎ＝３

起工測量 ３D設計 施工 出来形管理 検査 納品

平均施工数量：16,174㎥

平均施工数量：5，551㎡

平均施工数量：13，900㎥

約34% 縮減

約34% 縮減

約52% 縮減

17.1 14.4 133.0
9.3

5.0
5.6

6.6 9.1 97.3
3.8
2.8
2.8

122.3

184.3

18.2 10.3 68.4
5.4

2.7
3.7

108.7

163.333.0 17.8 89.3 12.2
5.6

5.4

16.0 6.2 38.7
3.3
1.7
2.9

68.7

142.426.7 32.0 67.0 8.0
3.0

5.7

関東地方整備局

※ 国土交通省全体調査後の追加案件を含む

関東地⽅整備局管内のＩＣＴ施工活⽤効果も全国と同程度の縮減効果となっている。
浚渫工においては大幅な縮減効果が確認された。

第19回ＩＣＴ導⼊協議会資料
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関東地方整備局

３．ＩＣＴ施工普及に向けた取組
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関東地方整備局

○国土交通省では「３次元計測技術を用いた出来形管理要領（案）」を令和６年３月に改訂。
〇関東地方整備局では、受発注者が建設現場の生産性向上を図ることを目的として、この要領（案）を分かりやすく

解説した「３次元計測技術を用いた出来形管理の活用手引き（案）」を全国で初めて作成。

３次元計測技術の出来形管理活用手引き

・共通編と出来形管理編で構成
・図解で分かりやすく解説

【ホームページ掲載場所】
https://www.ktr.mlit.go.jp/gijyutu/gijyutu00000044.html

※令和６年度拡大工種については随時更新予定。

https://www.ktr.mlit.go.jp/gijyutu/gijyutu00000044.html
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関東地方整備局３次元計測技術の出来形管理活用手引き
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関東地方整備局

○活動内容
✓アクションプランとして普及促進の活動目標を設定
✓⾒学会やセミナー等による知⾒の取得
✓小規模工事におけるICT導入効果の検証を実施

■ＩＣＴ導入効果検証（令和3年11月15⽇〜19⽇実施）

小型施工機械へのＩＣＴ導入、小規模な現場での３次元設計データ利活⽤を検証

●成果の共有
・本⼿引きについては、令和４年3月31⽇関東地方整備局HPにて公表すると
ともに、都県政令市、建設業協会へ⽔平展開している。

ICT普及の現状

埼玉県地域建設業ICT推進検討協議会

普及拡大の取組

・地域を地盤とするC,D等級業者には、いまだICTの
活⽤がされていない現状がある。

取組内容

●中小建設業へのICT普及拡大に向けた、実践的な⼿引きをR３年度末に策定
・小規模工事ICT施工活⽤の⼿引き（案）
施工業者の技術レベルに応じたICTの活⽤方法について記載

小規模施工の実践的な手引き策定

●小規模工事ICT施工活⽤の⼿引き（案）の⾒直し
・実工事現場における小規模工事を対象としたICT導入の効果検証を引き続
き実施（埼玉県地域建設業ICT推進検討協議会の活動の一環として実施）。
○見直しイメージ

検証結果

関
東DX

･i-Construction

推
進
協
議
会

（
都
県
政
令
市
・特
殊
法
人
）

国
土
交
通
本
省

全
国
展
開

実現場での実証

小規模工事ICT
施工活用の手引き

（案）

反映「
検
証
結
果
」
を
踏
ま
え
た

実
現
場
で
の
実
証

反映

現場見学会・
勉強会の実施

水平展開

埼玉県地域建設業ＩＣＴ推進検討協議会

適宜⾒直し

○地域を地盤とする中小建設業へのICT施工普及拡大を目的に、小規模工事で活用できるICT施工技術等の活用方法
をまとめた、「小規模工事ICT施工活用の手引き（案）」を策定。

○本協議会の取組を通じて、中小建設業への普及拡大に向けた、全国で初めての実践的な手引きを策定。
○令和６年度も引き続き小規模工事で活用できる新たなICTツールの調査や、実工事現場での導入効果検証による

手引きの見直しを行っていくと共に、分かりやすい手引きの動画版を作成して普及拡大に努める。

【ホームページ掲載場所】
https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000827061.pdf

https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000827061.pdf
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関東地方整備局関東地整のＩＣＴ施工活用支援

ＩＣＴメールセンターＩＣＴ施工資料集 ＩＣＴ活用工事に関するＦＡＱ

【ホームページ掲載場所】
https://www.ktr.mlit.go.jp/gijyutu/gijyutu00000021.html

○ ＩＣＴ活用工事では、直轄工事の実施件数は年々増加しているが、地域を基盤とするＣ、Ｄ等級の企業は、ＩＣＴ施工の
経験割合が低く、普及促進が必要。

○ 関東地方整備局のホームページで各種ＩＣＴ施工の支援を展開。

https://www.ktr.mlit.go.jp/gijyutu/gijyutu00000021.html
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関東地方整備局関東地方整備局

小規模工事ICT施工現場体験会

関東地方整備局の取組

小規模工事へのＩＣＴ施工普及強化

経営者セミナー

Ｒ５：埼玉県、栃木県

Ｒ６：埼玉県（実施済）
茨城県、栃木県、群馬県、千葉県、東京都、
神奈川県、山梨県、長野県（拡大調整中

若手技術者ワークショップ

Ｒ５：埼玉県

Ｒ６：埼玉県（実施済）

関東ＩＣＴアドバイザー

ICT施工 Webセミナー
ICT施工に関係する情報発信

ICT施工 3次元ﾃﾞｰﾀ作成講習
ICT施工の3次元ﾃﾞｰﾀ処理体験

ICT施工 施工講習
ICT施工の施工体験

3次元計測機器を用いた計測及び、３次元設計データを搭
載した建設機械によるマシンガイダンス施工について、実
際に現場実証フィールドで実習。

起工測量・設計・出来形管理の各段階で取り扱う3次元
データについて、データ処理から帳票作成までの一連の
作業を実技形式で行う実習。

ICT施工各分野のエキスパートであるICTアドバイザー
を講師に招き、最新の施工技術や現場での具体的な活
用事例、成功・失敗事例等を紹介。

企業におけるICT施工の導入には経営的な判断も必
要であることから、ICT施工導入のきっかけ作りとなる
よう、ICT施工の導入事例やメリット・デメリットなどにつ
いて、経営者クラスの方を対象とした「ICT経営者セミ
ナー」を開催。

中小建設業への更なる ICT 施工普及拡大に向け、小
規模工事において活用される ICT 施工技術の現場体
験会を開催。

地域の施工者や発注者が、ＩＣＴ活用時に生じた疑問点
や技術選定の課題などに対して、助言や技術的指導
等の実践的な支援を受けることができる、ＩＣＴアドバイ
ザー制度を設置。

アドバイザーはＩＣＴ施工関係に熟練した企業者を公
募し、現在６０社のアドバイザーを認定して名簿をＨＰで
公開。
。

中小建設業へのICT普及促進を図るため、将来の建
設業を担っていく若手技術者をターゲットに、ICT施工
の導入に関する課題を抽出し、導入の意欲向上を目的
としたワークショップを開催。
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関東地方整備局

○ 地域の施工者や発注者が、ＩＣＴ活用時に生じた疑問点や技術選定の課題などに対して、助言や技術的指導等の
実践的な支援を受けることができる、ＩＣＴアドバイザー制度を設置。
アドバイザーはＩＣＴ施工関係に熟練した企業者を公募し、現在６０社のアドバイザーを認定して名簿をＨＰで公開。

○ アドバイザー活動の活性化を目的にICTアドバイザー会議を開催。また令和５年度に引き続き感謝状の贈呈も予定。

支援内容

【アドバイザー６０社の内訳】

ＩＣＴ施工（３Ｄ測量・３Ｄ設計データ
作成・ＩＣＴ建設機械）に関する助言
や技術的指導

登録分野企業区分
45Ⅰ ３Ｄ計測21測量会社
33Ⅱ ３Ｄ設計9⼟⽊コンサル
34Ⅲ ＩＣＴ施工21施工会社
26Ⅳ ３Ｄ管理4ソフト会社
27Ⅴ 総合マネ4測量機器会社
34Ⅵ 研修・講習2建設機械会社

12リース会社
5その他

（複数選択有）

誰でも聞ける

ＩＣＴアドバイザー

施工者・発注者
ＩＣＴ施工を初めて実施する施工者や、技術や機器選定で悩んでいる施工者、

ＩＣＴ施工に不慣れな発注者・監督職員等が自由に利用可能

関東地方整備局
名簿をＨＰで公開

ＩＣＴアドバイザー

アドバイザー名簿
の閲覧、選定

１ ２ ３

４

支援開始・完了報告

支援の流れ

技術相談

講師依頼

アドバイス
講師

公募・認定

Ｒ６取組

○ＩＣＴアドバイザー会議の開催
・アドバイザー活動の活性化を目的に、ＩＣＴアドバイザー会議を開催。
アドバイザー活動内容の報告や活動に対する課題等について、アドバ

イザー相互での情報共有を⾏い、アドバイザー活動の充実化を図る。

○ＩＣＴアドバイザー感謝状贈呈
・ＩＣＴアドバイザーの活動に対し、
感謝の意を表するため感謝状を贈呈予定。
また、顕著な活動を実施していただいた
アドバイザーには記念品（i-Conバッジ）も
贈呈予定。

関東ＩＣＴアドバイザー制度

【ホームページ掲載場所】
https://www.ktr.mlit.go.jp/dx_icon/iconst00000010.html

https://www.ktr.mlit.go.jp/dx_icon/iconst00000010.html
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関東地方整備局関東ICTアドバイザー制度（活動報告）

関東ICTアドバイザー活動結果

【実施場所】
・アドバイザーの活動範囲の影響もあり埼玉県での活動が多かった
・Webを活用したセミナーの講師等Webでの活動も多かった

【依頼者】
・国や地方自治体関係者による「公務員・団体」、「建設業」からの
依頼が多くを占めていた
・建設業の割合として一般土木C、Dランク、未登録者の割合が
多いことから、今後ICT施工に取り組もうとしている方の興味・関心が
高まっているのではないかと考えられる

【支援内容分野】
・「ICT施工の一連の流れを教えてほしい」等全般に関する内容が多く、
ICT施工をはじめる最初のきっかけとしてアドバイザーの方に活動を
依頼している傾向がある

【総括】
・依頼の傾向として発注者はセミナー等の講師の依頼、建設業の方は
現場での実践的な指導等の依頼が多かった
・今年度意見交換会を実施したことにより、活動の具体的な
イメージの共有、アドバイザー間による連携が増え、昨年度より
活動報告が増え、活性化したと考えられる

活動状況

技術研修会の実施 実践的なアドバイス現場見学会の実施 Webセミナー講師

【実施場所（関東地方整備局管内）】
【依頼者（建設業）有資格者名簿等級割合】

【依頼者】 【支援内容分野】

茨城県
1%

栃木県
6% 群馬県

1%

埼玉県
35%

千葉県
8%

東京都
11%

神奈川県
3%

山梨県
6%

長野県
4%

WEB等
25%

A
3%

B
3%

C
57%

D
13%

未登録
24%

公務員・

団体
49%

建設業
41%

製造・販売・

レンタル
6%

学校等
1%

その他
3%

3次元計測関係
21%

3次元設計デー

タ作成関係
14%

ICT施工機械

による施工関

係
13%

3次元施工管理関係
8%

全般
35%

総合マネジメント
9%

N=251

N=251 N=251

N=68
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関東地方整備局「小規模工事で役立つＩＣＴ施工現場体験会」 開催

開催⽇︓ 令和６年９月３０⽇（月）〜１０月１⽇（火）
場 所︓ 関東技術事務所内（関東DX･i-Construction人材育成センター）
目 的︓ 小規模工事で活⽤できるICT施工技術を体験することにより、中小建設業への

更なるICT施工普及拡大を図る
概 要︓ ICT施工現場展示エリア、ICT体験エリア、映像展示
参加者︓ ４８８名

建設業 36%

コンサルタント
12%測量 1%

製造・販売・レンタル
2%

公務員・団体
48%

その他 1%業種別
ICT施工現場展示エリアでは、小規模工事に
適したICT建機を活用した盛土工を実演

《参加者の感想》
・ICT建機を活⽤した敷均し、締固め等の実作業を⾒ることが出来たのが良かった。
・ICT建機の説明や実際の稼働状況などを目の前で⾒ることができるのは貴重な機会であった。
・自分が担当している業務ではICT施工を全く⾏っていないので、実際の現場でICT建機を活⽤
している企業からの話を聞けたのが良かった。

・説明を聞きながら実物が稼働している状況を間近で⾒られたり、対話で質問ができたので満足。
・チルトローテーターによる施工や多彩なアタッチメントを使った施工は、工場のロボットを連想させ、
機械の向きを変えず自由に作業できるため、作業効率の大幅な向上が期待できました。

・取扱いが容易な点群データ取得技術のSLAMは、魅⼒を感じました。導⼊を検討したいです。
・映像展示されていたスマートフォンを使⽤した点群データの取得と出来形管理はとても有効と
思われるので、使⽤機会が有れば使⽤したい。

満足度
満足 53%

やや満足 33%

普通 14%

やや不満 0 %
不満 0 %

ICT体験エリアでは、TSを使った構造物設置
体験、AR活用体験、点群取得体験を実施

映像展示では、スマホで出来型管理、
点群処理テクニックや様々なICT技術を上映
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関東地方整備局ＩＣＴ経営者セミナー開催 Ｒ５実績

23
11

6

経営者
役員

その他

参加者の役職

○ 地域を地盤とする建設業へのICT施工の普及拡大を目的に、関東地方整備局、埼玉県、さいたま市及び
埼玉県建設業協会青年経営者部会の４者による埼玉県地域建設業ICT推進検討協議会の活動の一環として、
ICT施工導入を決断できる建設業の経営者クラスの方を対象とした「ICT経営者セミナー」を開催した。

ICT経営者セミナー 開催概要

●開催目的 ： 地域を地盤とする建設業の経営者クラスを対象にICT施工の裾野を広げるため開催
●開催時期 ： 令和５年８月３１日（木）
●開催場所 ： 埼玉建産連研修センター ２０１会議室
●参 加 者 ： 埼玉県内建設業の経営者クラスの方、他（４０名）
●講演内容 ： 講師①：金杉建設株式会社 代表取締役社長 吉川 祐介 氏

講師②：ストラテジクスマネジメント株式会社 ICTソリューション事業部 吉田 なぎさ 氏

参加者アンケート結果

○参加目的として「他社のICT施工への取
組」に対する興味が、参加者の半数以上と
一番多かった。また、「今後、ICT施工の導
入を考えている」という参加者が７名いた。
○セミナーの満足度は、８割以上が「満足
又はやや満足」という結果であり、「大変良
かった。明日から少しずつ実践したい。」と
いった感想をいただくことが出来た。
○一方、ICT導入や普及に対する課題に
ついて、「ICT機器のコスト」、「人材育成」、
「発注件数」といった意見もいただいた。

セミナー開催状況 吉川講師講演状況 吉田講師講演状況

第２弾 開催概要

ICT経営者セミナーの第２弾として、栃木県、栃木県建設

業協会と共に開催した「とちぎインフラＤＸセミナー」におい
て、経営者向けの講演を実施

開催日：令和５年１２月８日（金）
講師①：企画部 国頭建設情報・施工高度化技術調整官
講師②：金杉建設株式会社 代表取締役社長 吉川 祐介 氏

県土整備部長開会挨拶 国頭調整官講演

22

7

10

1

他社のICT施工への
取組に興味がある

今後、ICT施工の
導入を考えている

ICT施工とはどのような
ものか興味がある

その他

参加目的

その他
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関東地方整備局ＩＣＴ経営者セミナー開催 Ｒ６開催概要

○令和５年度から取り組んだ「経営者セミナー」について、開催後のアンケート結果から小規模工事へのＩＣＴ施工普及
促進の取り組みとして有効であったため、令和６年度においては、関東地方整備局管内全都県広域開催を目指す。

○各都県別開催については、「都県建設業協会」「都県」「国」から構成される『都県ＤＸ・i-Construction推進連絡会』
におけるＩＣＴ施工普及促進の取組として開催する。

Ｒ５︓埼⽟県、栃⽊県
Ｒ６︓埼⽟県（実施済）

茨城県、栃⽊県、群⾺県、千葉県、
東京都、神奈川県、⼭梨県、⻑野県

令和６年度 経営者セミナー（埼⽟県）開催概要
●開催時期 ︓ 令和６年９⽉１７⽇（⽕）
●開催場所 ︓ 埼⽟建産連研修センター ２０１会議室
●参 加 者︓ 埼⽟県内建設業の経営者クラスの方、他（４０名）
●講演内容 ︓ 講師①︓⾦杉建設株式会社 代表取締役社⻑ 吉川 祐介 氏

講師②︓ナガヤス工業株式会社 代表取締役 大根田 ⻑政 氏

令和６年度経営者セミナー（埼玉県）開催状況

Ｒ６関東地⽅整備局管内広域開催

（開催調整中）

R5開催
埼⽟県
栃⽊県
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関東地方整備局若手技術者によるＩＣＴ施工ワークショップ開催

○ICT施工を地域に即した形で普及促進することを目的に、埼⽟県建設業協会⻘年経営者部会、埼⽟県、さいたま市及び関
東地方整備局の４者により令和3年1⽉27⽇に設置した埼⽟県地域建設業ICT推進検討協議会の活動の一環として、将来の建
設業を担う若⼿技術者によりICT施工の普及促進を目的とした「若⼿技術者によるICT施工ワークショップ」を開催した。

若手技術者によるICT施工ワークショップ 開催概要

●開催目的 ︓ 受発注者双方が抱える実情をICT施工の導入に関する
課題を理解した上で、地域の施工業者・発注者が連携
して今後のICT施工の普及促進に向けた方策を検討

●開催時期 ︓ 令和６年１０⽉２⽇（⽔）
●開催場所 ︓ 関東DX・i-Construction人材育成センター
●参 加 者 ︓ 若⼿技術者（20歳〜39歳）計16名

受注者側（ICT経験有り４名、ICT経験無し４名）
発注者側（埼⽟県２名、さいたま市１名、本庄市１名、

関東地整４名）
●実施内容 ︓ ①座学講義 ②小規模施工実習

③意⾒交換（ワークショップ形式）

意見交換の結果

小規模施工実習

意⾒交換状況

意⾒交換の結果、課題である｢生産性向上｣｢人材育成｣
｢働き方改革｣のための具体的施策として下記意⾒が出
された。
・公務員も含めた技術者の処遇改善が必要
・体験型ICT講習会、ワークショップの定期開催が有効
・建設ディレクターの創設が有効
・柔軟に変更可能な工期設定が必要
・定形書類の企業間での共有が有効
・ICT施工での成功事例の公表、共有が有効
・SNSの活用が有効

参加者アンケート結果

ワークショップに参加した結果、ICTに関する意識･考え
方が変わったという意⾒が多く、
・ハードルがあまり⾼くないことを認識できた
・ICTにより様々な効果があることがわかった
・難しいイメージがあったが便利で取組によっては簡単
なものもあった
といった前向きな感想が得られた。

一方、市町村発注工事では、
・ICTを使用できるか、できないかの判断ができない
・ICT施工を導入すための予算がない
・ICTに関して聞ける人がいない
・施工内容に対してICT施工に対応できる業者がいない
といった意⾒もあり、小規模工事を主とする市町村発注
工事ではまだまだ導入に課題があるようであった。

座学講義

代表者による発表
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関東地方整備局人材育成の取り組み 関東DX・i-Construction人材育成センター

【ホームページ掲載場所】
https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000876587.pdf

ＤＸ研修・講習会・セミナー

② 11/27、③11/28

https://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000876587.pdf
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関東地方整備局
i-Construction（ICT施工）の導入に関する補助金等

令和６年６月時点

【ホームページ掲載場所】
https://www.mlit.go.jp/common/001746697.pdf

○ ICT導入に役立つ補助金や低利融資制度・優遇税制などは、中小企業庁（経済産業省）や金融公庫など様々な機関
が制度を所管している。

○ これらは生産性向上や中小企業支援を目的としていますが、ICT施工に適用可能な制度もある。
（ICT施工に特化していない）

○ 各種制度をとりまとめた資料を国土交通本省のＨＰで公表。

https://www.mlit.go.jp/common/001746697.pdf

